
○半田運河で屋形船を運航
１１月２４日、２５日、半田運河において屋形船の舟運を行いました。

これは、半田運河を核とした『「温故知多新」半田運河再活性化プロジ

ェクト』の一環として、船上から運河の魅力を再発見していただく企画

です。

両日とも天気に大変恵まれ、船上から

は黒塗りの醸造蔵など歴史が残る風景が

青空と共に水面に映し出され、参加者の

皆さんは風情ただよう半田運河の魅力に関心を寄せていました。参加

した皆さんに協力していただいたアンケート調査の結果を、半田運河

や衣浦港を中心とした活気のあるまちづくりに生かしていきます。

☆巻頭コラム☆

☆ＣＯＮＴＥＮＴＳ☆

○ミスみなと合同安全パトロール
１１月２８日、ミスみなと（「港の女王」「船の女王」「海の女

王」）の３女王による合同安全パトロールを、愛知県三河港務所、

愛知県三河港工事事務所、当事務所の３所共催で行いました。

３人の女王が一日所長として、文書決裁や所内巡回の後、工事現

場の安全パトロールを行い、工事の概

要説明を受けた後、現場の作業員の

方々に「建設作業における労働災害は

一瞬のスキに起こるもの、日頃の監察・点検が重要」と訓示を行いまし

た。無事に一日所長の任を終えた柳田さんは「今までのイベントにはミ

スみなと三人一緒で参加していました。しかし、今回のように三人が

別々に行動したのは初めてのこと。最初は不安でしたが、三河港湾事務

所の皆さんにいろいろお世話になり、本当に楽しかったです。」と語っ

ていました。

１２月１日、２日の週末、職場旅行で京都へ行って参りました。

見学したのは、金閣寺、二条城、清水寺、銀閣寺、東福寺と有名

どころばかり。２日とも天候に恵まれたこと、さらに、例年は見頃

が終わっている紅葉がまだ十分に楽しめたこともあり、日本の秋を

満喫することができました。特に紅葉が古都の魅力を一層引き立て

ており、四季が楽しめる日本の素晴らしさをつくづく感じました。

とはいえ、紅葉の時期がずれたのは、夏の猛暑が長引いたことが一因となっていたようです。最

近は、新聞、雑誌などで“地球温暖化”という活字を見ない日は少なくなりました。

当事務所でも、ＣＯ２削減のため、夏場のクールビズと同様に、

この時期はウォームビズを導入し、室温は１９℃に設定しておりま

す。ご来訪の方にはご迷惑おかけしますが、ご理解の程よろしくお

願いいたします。

また、本年は当事務所にご支援、ご協力いただきまことにありが

とうございました。来年も皆様にとりまして充実した１年となりま

すようお祈り申し上げます。

★ ホームページで、Mini-WANバックナンバーをご覧いただけます。http://www.mikawa.pa.cbr.mlit.go.jp ★

三河港湾事務所長 塩田 昌弘

Mini-WANとは
三河港湾事務所で従来から発行している季節広報誌「ｍ－ｗａｎ（エムワン）」では扱うことが難しかった新鮮な話題を中心に情報提供を行い、地

元の皆さんとのつながりを大切にする広報誌です。
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○管内事業報告会
１１月２９日、３０日、名古屋港ポートビルにて、第４１回中部地方

整備局港湾空港関係事業報告会が行われました。当報告会は、２日間に

渡り計２０題の管内の事業内容や課題を報告し、プレゼンテーションの

技術や論文の構成等を競うものです。三河港湾事務所からは「誕生！み

なとオアシスがまごおり」「中山水道航路の管理・保全について」「旧

検潮所の撤去に伴う防食工法の評価について」の計３題を発表しました。

残念ながら、当事務所からは優秀論文賞の獲得者は出ませんでしたが、

人前での発表など普段出来ない貴重な経験が出来ました。優秀論文賞を獲得した論文は下記のとおり

です。発表・論文共にわかりやすく、今後の業務の参考になりました。

☆優秀論文賞☆

・ケーソン式混成堤の滑動安定性に関する実験的研究

～性能規定化に対応した新たな取り組み～

（名古屋港湾空港技術調査事務所 河合さん）

・補助事業における事務費の適正な執行について

（港湾管理課 池口さん）

・海上漂流コンテナの回収

（港湾空港防災・危機管理課 安藤さん）

当事務所一日所長の「海の女王」
柳田有香さん

現場視察中のミスみなと
左側「港の女王」村田麻由さん、
右側「船の女王」白倉まりなさん

優秀論文章授賞式の様子

黒塗りの蔵が並ぶ半田運河

屋形船でのクルージング

発表会の様子

おめでとう

ございます！

■巻頭コラム

■最近のトピックス

○シンポジウム「バイオ燃料の可能性」 ○みかわベイフェスティバル

○三谷まつり ○熊本県議会が三河港視察 ○秋の５３０運動を実施

○ＪＩＣＡ研修生が三河港視察 ○豊川流域圏こども会議

○豊橋みなとシティマラソン ○半田運河で屋形船を運航

○ミスみなと合同安全パトロール ○管内事業報告会



☆最近のトピックス☆

○豊橋みなとシティマラソン
１１月１１日、豊橋市神野新田町の豊橋総合スポーツ公園を起点とする臨海

コースで豊橋みなとシティマラソンが行われ、約１，２００人もの人が参加し

ました。年代別、距離別に様々な部門に分けられる中、当事務所から１０キロ

に１人、５キロに２人、さわやかジョギングに１人が参加しました。私は３９

歳以下男子１０キロの部で出場。スタートして間

もなくの行きの六条潟大橋では三河湾を眺めながら気持ちのいい風を受

け、足取り軽く走っていたものの、折り返し地点を通過する頃にはすで

に余裕が無くなってしまいました。それでも沿道の方々、さらに一緒に

走っていたランナーの方にも「頑張れ！」と励まされ、後半もなんとか

走り切ることができました。ゴール後は全力を出し切った充実感でいっ

ぱいで、また機会があればどんどんチャレンジしたいと思いました。

○秋の５３０運動を実施
１０月３１日、ぽかぽか陽気の清掃日和のもと、神野ふ頭地内の事務所周

辺や付近の公園の清掃活動を行いました。紙くずやペットボトルなど色々な

ごみがあり、量も多く、掃除・分別が大変でした。この取り組みは、豊橋市

５３０運動環境協議会の「秋の５３０運動」及び愛知県三河港務所の「１０

月の美化月間」に賛同して行っているものです。

豊橋市は５３０運動の発祥の地であり、市民が一体と

なって積極的な清掃活動を行っています。皆様方も「自分のゴミは自分で持ち帰

りましょう」を合言葉に美しいまちづくりにご協力をお願いします！

○豊川流域圏こども会議
１１月１０日に第６回「とよがわ流域圏こども会議」が、新城市商工会館（新城市）にて開催され

ました。この「とよがわ流域圏こども会議」は、「とよがわ流域圏一体化への取り組み」の一環とし

て、次世代を担うこどもたちが主役になって行うも

ので、平成１４年から毎年開催され今年で６回目に

なります。参加した小学生から水生生物調査結果や、

小学校で独自に行っている森・川・海に関する環境

保全活動等の成果について発表がありました。当事

務所からも三河湾の環境について説明を行いました。

○ みかわベイフェスティバル
１０月２７日、２８日、一色さかな広場で、みかわベイフェスティバルが

開催されました。今年で第７回目を迎えるこのフェスティバルは会場規模も

とても大きく、様々なコーナー・イベントが用意されていました。特に驚い

たのは、先着で一色町の三大特産品である「うなぎ蒲焼き」「えびせんべ

い」「カーネーション」を配布していたことです。２日間でそれぞれ千数百

名に配る大盤振る舞いで、どの来場者みな満足げでした。また、干潟の生き

ものパネル展や郷土太鼓大競演もあり、食、文化、産業、環境と一色町のす

べてを詰め込んだ活気あふれるイベントでした。

○三谷まつり
３００年以上の歴史ある三谷祭が１０月２８日、蒲郡市三谷町で執り行われました。

八剱神社を出発した山車（やま）４台が若宮神社に向かう途中、各区の男衆が海の中４００ｍを山

車を引いて渡る「海中渡御（かいちゅうとぎょ）」が最大の見所で、その勇壮な光景から天下の奇祭

と呼ばれています。山車が無事引き上げられるたび、海岸

に集まった観衆５万人から拍手が沸き上がりました。

海中渡御は護岸整備のため昭和３６年以降途絶えていま

したが、地元の熱意で平成８年に復活しました。

先人から受け継がれてきた三谷祭は毎年１０月第４日曜

に開催されますので、体感してみてはいかがでしょうか。

○熊本県議会が三河港視察
１０月３０日、熊本県議会環境対策特別委員１２名（委員長：中原隆博熊本

県会議員）が、有明海・八代海等の再生に向けた取り組みの一環として、干潟

造成では我が国の先進的な事例である三河湾シーブルー事業を視察されました。

当日は、当事務所監督測量船しおさいに乗り込み、船上から約１２ｈａの干潟

が造成された西浦地区を見学しました。その後、ポート

インフォーメーションセンター「カモメリア」（豊橋市）

にて、当事務所より三河湾シーブルー事業の概要説明後、お互いの事業進捗状

況・課題について様々な意見を交換しました。遠く離れた熊本県で三河湾シー

ブルー事業が知られていることに驚きつつ、港湾事業と連携した環境改善の必

要性を再認識しました。

○ＪＩＣＡ研修生が三河港視察
開発途上国への技術協力支援を行っているＪＩＣＡ（国際協力機構）が主

催する「港湾戦略運営セミナー研修」に、各国の港湾運営管理者１２名が研

修生として来日され、研修の一環として１１月８日に三河港を視察しました。

はじめに、三河港が一望できるポートインフォーメーションセンター「カモ

メリア」（豊橋市）の展望室で、三河港の

眺望や岸壁に並んだたくさんの自動車の船

積みの様子などを見学されました。その後、同施設の会議室にて、

当事務所による「三河港の現状と将来展望」をテーマとした講義が

行われ、社会資本整備の目的＝国づくり、地域づくりであること、

三河港は総貿易額・輸出額が重要港湾の中で全国１位であること、

自動車貿易が世界トップクラスであることなどを説明しました。研

修生の方からたくさんの質問が寄せられ、国際交流にも役立てたの

ではないかと感じています。
研修生の皆さんと記念撮影

当事務所 塩田所長

現地視察へ出発

海の中を進む山車 引き上げられる山車

ゴールまであと少し！ラストスパート

カモメリアの展望室にて

発表の様子

○ シンポジウム「バイオ燃料の可能性」
１０月２６日、豊橋市内においてシンポジウム「バイオ燃料の可能性～環

境・港・ブラジルの新たな連携～」が開催されました。

シンポジウムは豊橋ブラジル協会及び国際自動車コンプレックス研究会が

主催し、ブラジル国営石油会社ペトロブラス寺部国行統括マネージャーが、

エタノール燃料普及先進国であるブラジルでの現状、将来展望について御講演されました。続くパネ

ルディスカッションでは、寺部氏のほか稲垣隆司愛知県副知事、豊橋技術科

学大学後藤尚弘准教授、いすゞ自動車㈱稲生武元社長、日本ジュース・ター

ミナル㈱石川百代社長、東三河地域研究センター戸田敏行常務理事が、三河

地域でのバイオ燃料に関する現在の取り組み、ブラジルとの交流が盛んであ

るとともに自動車産業に精通するこの地域の特色を生かした今後の可能性、

バイオ燃料の受入体制などについて意見交換が行われました。

都築 譲 一色町長

寺部国行ペトロブラス
総括マネージャー

パネルディスカッションの様子
清掃活動の様子

回収したゴミ

説明を真剣に聞く小学生

多くの来場者

野球部がんばって！


